
有機材料合成化学Ｂ（手塚担当分）・試験問題 

 

問１．  

1. Polyviny Alcohol (PVA)   2. isotactic-Polypropylene (iso-PP) 

3. 6,10-Nylon  ４．Cellulose triacetate (CTA) 

5. telechelic-Polystyrene (carboxy-functionalized)   

 

上のポリマー 1.～5.について、 

ア）化学構造（特徴を明示すること）および用途例を示せ。  

イ）モノマー（または出発物質）、および適当する場合には開始剤・触媒お

よび重合様式を明示して合成プロセスを説明せよ。    

 

問２． 

ア）低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）と高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）につい

て、それぞれ合成法と用途例を示せ。またＬＤＰＥの化学構造の特徴と、その

生成機構を、ＨＤＰＥの化学構造の特徴と比較して説明せよ。 

イ）ＡＩＢＮを開始剤とするメタクリル酸メチルの重合反応について、重合反

応の素反応を示し、ラジカル重合の重合反応速度（Ｒｐ）と、モノマー濃度

（Ｍ）および開始剤濃度（Ｉ）との関係式を導け。また、動力学的連鎖長（ν）と

生成物の重合度（ＤＰ）との関係を、連鎖移動反応を考慮して説明せよ。 

 

問３． 

ア）スチレン（Ｍ１）と酢酸ビニル（Ｍ２）のラジカル共重合で、モノマーの仕

込み比（[M1]/[M2]）と、共重合中のモノマー成分組成比（ｄ[M1]/ｄ[M2]）の関

係を示す式を共重合素反応の生長反応速度定数（ｋ１１，ｋ１２，ｋ２１，ｋ２２）を用

いて表せ。 

イ）モノマー反応性比（ｒ1，ｒ2）を、（ｋ１１，ｋ１２，ｋ２１，ｋ２２）を用いて表せ。 

ウ）上のラジカル共重合では、ｒ1=55、ｒ2=0.01 となった。スチレンと酢酸ビ

ニルを等モル量仕込んで行う共重合反応で得られる生成物の組成およびモ

ノマー単位の連鎖構造の特徴を説明せよ。 

以 上 


